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令和６年度 安全教育の全体計画 
 

東京都八丈島八丈町立三原小学校 

 ・日本国憲法 
・教育基本方針 
・学校教育法 
・学習指導要領 
・安全教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

学校教育目標 
・心ゆたかで、思いやりのある子供 
・ねばり強く学習する子供 
・すすんで体をきたえる子供 

・児童の実態 
  素直で決まりを守ることができる 
が、事故、事件に対する警戒心が希薄。 

・教師の願い 
  子供たちが安全について自覚し、 
 すすんで行動できる子に育てたい。 
・保護者の願い 
  子供を犯罪や事故から守りたい、 
 安心・安全な学校であってほしい。 
・地域の実態・願い 
  人通りが少なく、目に付きにくい場 
所が多い。住民は、子供たちの健全育 
成に協力したい。 

安全教育の目標 
 自他の生命を尊重し、日常生活における危険を 
予測して、常に安全を確認し、的確な判断の下に、 
安全に行動できる資質や能力を養う。 

安全教育の目標 
 自ら判断し、すすんで健康・安全な生活を送ることができる力を育てる。 

安全教育の重点・努力点 

(1) 安全・防犯に対する児童の意識を高める。 

(2) 自分の身は自分で守るという安全教育を徹底する。 

(3) 保護者、地域と連携して、学校内外の安全確保に努め、事故を未然に防ぐ。 

重
点
目
標 

生
活
安
全 
交
通
安
全 

低学年 高学年 中学年 
 すすんで決まりを守り、安全に行動で

きる態度や能力を育てる。 
 危険に気付き、安全な行動ができる態

度や能力を育てる。 
 自他の安全について自ら考え、行動で

きる態度や能力を育てる。 

 日常生活の安全を保つために必要な

事柄を理解し、決まりを守り、安全に行

動できる。 

 交通のルールが分かり、安全な横断や

歩行ができる。 

 日常生活に潜むいろいろな危険につ

いて理解し、正しい判断の下に安全な行

動ができる。 

 高学年として、リーダーシップをと

り、自他の安全を考えて行動できる。 

 交通安全について、どうしたらよいか

を考え、安全に行動できる。 
 交通事故防止の知識・理解を高め、す

すんで事故を防止しようとすることが

できる。 

生活安全 
○安全点検 
・毎月実施 
・危険箇所は担 

当者が修理又 
は業者に依頼 

 ・遊具、施設の 
管理 
 

○安全指導日 
 ・年間１０回 

実施 
 

交通安全 
○登校指導 
・交通安全期 

間中実施 
・全職員参加 

○歩行訓練 
 ・４月、低学年 

に実施 
○通学路の安全 
点検 

災害安全 
○避難訓練 
・年間 11 回実施 

火災 ２回 
地震・火災 

    ４回 
地震 １回 

風水害 ２回 
（引き渡し１回 

竜巻 1 回） 
不審者侵入１回 

 J アラート１回 
 

学習指導 
○学級活動 
 ・生活安全、交通安全、 

災害安全 
○体育科 
 ・保健学習 
 ・運動中の安全 
○道徳科 
 ・生命の尊さ 
 ・規則の尊重 
 ・公共の精神 
○ 生活科・理科 
○ 図画工作科 
○ 家庭科 
○ 総合的な学習の時間 

学習指導 
○PTA 交通指導 
 ・交通安全運動期間中 

実施 
○交通安全教室、自転車教 

室、防犯教室 
 ・八丈島警察署員による 

指導 
○子ども１１０番の家 
○地区懇談会（青少年） 
○地域安全パトロール 
○SNS 八丈ルール 
○八丈防災 
○セーフティ教室 
○生命の安全教育 
○SOS の出し方教育 


